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　７月21日は社会事業部の担当する本部研修
会等の予定を決定する大切な部会開催日でし
た。午後からの会議は、いつもなら開催時間
30分前に到着予定で11時50分ごろ出発しま
す。その日は雨模様で少し早めに出ようと11
時出発を考えていたのですが、たまたま出掛
けに来客があり11時30分ごろ出発しました。
徳山東インターわずか手前で林社会事業部長
から、山口付近は大雨が降って交通渋滞があ
り、会議を中止しましょうとの連絡を受けま
した。私は高速に乗らずそのまま光市の事務
所に帰ったのですが後で聞いてびっくり、そ
の土石流は11時43分に防府の国道262号線に
押し寄せてきたとのことです。もし予定通り
11時に出発していたら、直接の被害には遭わ
ないにしても、10時間は防府から山口へ向か
う道路で身動きが取れなかったでしょう。こ
の時間帯は午後から山口県庁等で会議がある
場合、東部地区の自治体職員も通行する時間
帯です。新聞報道によるとやはり岩国市の職
員が土石流を正面から受けていましたね。改
めまして防府・山口地区を中心に被害を受け
られた会員および関係者の皆様にお見舞いを
申し上げます。
　さて、過日開催の総会におきまして引き続
き会長職に選任されました。改めて身の引き
締まる毎日を過ごしております。総会のご挨
拶の中でも少し触れましたが、近年の相次ぐ
法改正は我々土地家屋調査士に取りまして、
少なからずその業務に変革を要求していま
す。
　ADRセンターであります「境界問題セン
ターやまぐち」もその開設から２年を経過い
たしました。本年度は協働で運営をいたしま
す弁護士会の協力を得まして、弁護士会の仲

裁センター等をお借りして、下関市・岩国市
においても受付面談を実施し、利用者の拡大
をはかる予定です。土地家屋調査士特別研修
も引き続きおこなわれます。会員全員の方の
受講をお願いしたいところです。
　制度創設以来３年を経過いたしました筆界
特定制度につきましても現在20名の筆界調査
委員が県内各地で活躍をしております。本部
研修会等におきましても、その申請代理業務
の研修もおこなう予定です。これも会員全員
が筆界調査委員を経験していただきたいと考
え、推薦規約を作成し調査委員希望者の募集
をしています。
　他方、地図・境界に関する市民の社会的関
心は日々強くなっています。登記所備え付け
地図の整備は国家の重要課題として衆議院選
挙のマニフェストにもあがっています。しか
しオンラインを利用した表題登記申請につき
ましては「別送方式」が採用されたものの、
依然として今一歩であるという状況が続いて
いるといわれています。先日政府が発表した
「オンライン申請拡大活動計画」におきまし
ても資格者代理人の関与するオンライン申請
についてその添付情報の簡略化の方向が示さ
れています。我々が添付する規則93条の調査
報告書をきちんと正確に記載することによっ
て、実地調査の省略のみならず、筆界確認書
情報等の添付省略を含む簡略化を、法務局登
記部門等との協議会において強く提案し実行
していく姿勢にぶれはありません。
　来年は調査士制度が誕生して60年です。筆
界を探し出し、境界標を埋設し、その筆界を
守る唯一の資格者は我々土地家屋調査士であ
るという職業理念を常に自覚し、高度な倫理
観を持って業務に励むことを期待します。

会長就任挨拶

会　長　西本　聡士
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　先の定時総会に於いて、引き続き副会長に
就任することとなりました。
　前期に引き続き業務・社会事業部を担当い
たします。
　高度情報化、電子化社会、地籍、境界等に
関する社会の意識は高まっており、これまで
の業務形態・知識・経験等を基盤とし強化を
図り、新たに加えられたADR・筆界特定等
の周辺業務をさらに進め社会的地位を高める
と共に、そのことを通じて会員事務所の経営
の安定に資するよう努めてまいりたいと思い
ます。
　西本会長も、先の各支部の定時総会に於い

てADR・筆界特定・オンライン申請・地図
情報システム等について語られており、各部
が一丸となり、会長方針のもと執行してまい
りたいと思っております。
　幸い担当部署はベテランの林部長が陣頭指
揮を執っていただけることとなり、新たに３
人の有能な理事が加わり心強く感じておりま
す。
　このメンバーとともに、会員皆様のご理解
とご協力を得ながら会長の業務・社会事業部
への方針を確かなものにすべく二年間がんば
りますので宜しくお願いします。

副会長就任挨拶

副会長　吉田　多里
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　５月29日に開催された定時総会におきまし
て再び副会長に選任されました、周南支部の
戸倉茂雄です。今期も前期と同様に財務部と
広報部を担当させていただきます。前期以上
に努力し西本会長を補佐していきたいと考え
ておりますのよろしくお願いいたします。
　われわれ土地家屋調査士を取り巻く社会の
情勢、環境は非常に厳しいものがあります。
バブル崩壊を経験された方も多いと思います
が、昨年来襲ってきた「100年に１度」がこ
れほど短期間に経済を悪化させるとは誰が想
像したでしょうか。私自身電話の鳴らない
日々に、不安と焦りを感じています。しかし、
ため息をついてうつむいていてもなにも解決
はしません。社会の構造の変化にともない、
土地家屋調査士も対応し進化していかなけれ
ばなりません。不動産の表示登記の専門家で
あるという旧来の生業を守っていくことは当
然のことですが、筆界特定や民間紛争解決手
続きの代理人という新しく業務に加えらえた
業務にも積極的に取り組み、生活の糧を見出
していかなければなりません。
　さて、これらの流れに対して財務部として
も会長の方針である経費削減に対して、効率
よく対応していくことを念頭に置き、無駄の
無い予算執行を推進するとともに、厚生制度
の安定のため連合会との連絡を密にしていく
ことを、松田財務部長、中橋理事と取り組ん
でいきたいと思います。広報部の事業計画は
例年どおりの制度ＰＲが主なものですが、会

報については、おもしろくて読みたくなる「会
報やまぐち」をテーマに高松広報部長を中心
に藤津理事、青木理事と検討していきたいと
考えております。来年は、土地家屋調査士制
度創設60年の年です。連合会の事業計画は現
在未定ですが、50周年に実施した伊能ウオー
クのような日本中を巻き込むような大掛かり
な仕掛けはないにしても、なんらかのイベン
トは実施することになるはずです。山口会と
しても、動向を注視していきたいと思ってい
ます。
　最後になりますが、７月の日本土地家屋調
査士会連合会定時総会におきまして中国ブロ
ック協議会選出の連合会理事に就任し、財務
部に担当が決まりましたことをご報告いたし
ますとともに、２年間会務に対するご協力と
お願いをいたしまして就任の挨拶といたしま
す。

就任にさいして

副会長　戸倉　茂雄
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　先の定時総会において副会長に選任されま
した、杉山浩志です。
　西本会長のもと、２年間、総務部と境界問
題相談センターを主として担当させていただ
くことになりましたので、よろしくお願いい
たします。
　過去には、財務部員２年、財務部長兼総務
部員２年、総務部長４年の計８年、本部理事
を務めさせていただきました。また、一昨年
からの２年間は、連合会の制度対策本部委員
として連合会会長より委嘱され、業務統計Ｐ
Ｔ、日調連ＡＤＲセンター委員として、全国
の会員の声をお聞ききするという貴重な役も
経験させていただきました。これらのことを
活かして、今後、西本会長を補佐し、山口会
が目指ざす調査士像を鮮明にし、それを実現
するべく、会員の皆さんのご協力を得ながら
会務に邁進していく所存であります。
　総会後の就任から、まだ２ヶ月弱しか経っ
ていませんが、既に会則第105条関係及び第
109条に基づく会員の執務状況調査確認等の
事件が何件か起こっています。これらに総務
部として対応する度にいつも感じるのが、会
員の依頼者や隣接者等への説明不足です。あ
ともう少し丁寧に説明し、納得いただいてお
けば、ここまで問題にならなかったであろう
にという事件が複数存在しております。
　「品位保持」「法令・実務に精通」「公正且
つ誠実」等々、文字で記せば見慣れたもので
すが、現実には奥の深い意味であることは、
会員の皆様が実感されていることと存じま
す。これらの意味を踏まえて実際に調査士と
して、どのように行動し、対応していくべき

か、皆さんと共に考えていきたいと思ってお
ります。
　総務部は、会則規則等の整備、会員の倫理
観の向上、相談・苦情等への対応の他、他の
部の所掌に属さない事項が事務となってお
り、いわゆる「万屋」的存在でもありますが、
新総務部員は、板垣総務部長を筆頭とし、安
光理事、曽根理事という有能な理事の方々に
より編成されておりますので、非常に心強く、
安心して事務をお任せ出来ると思っておりま
す。ですので、私は少し別の角度から総務と
いうものを捉えて係わっていきたいと考えて
おります。
　また、「境界問題相談センターやまぐち」
におきましては、設置して１年と半年が過ぎ
ましたが、電話等も含め既に100件を越す利
用者の声を聞き、対応を行っております。さ
らに、今年11月頃には、弁護士会の協力を得
て、受付面談、相談、調停を現在の山口市の
会館だけでなく、下関市、岩国市を加えた県
内３会場でも開始する予定となっておりま
す。出来るだけ広い地域で、境界に関して悩
んでおられる人達の声を聞き、調査士として
何かお役に立てることをやっていけたらと考
えております。
　調査士倫理、ＡＤＲ、筆界特定は、これか
らの調査士の大きなキーワードになってくる
と思います。調査士が、いつまでも「国民に
とって必要な資格」でありますよう、微力な
がら、私なりに２年間頑張っていきたいと思
いますので、ご指導、ご協力の程、よろしく
お願いいたします。

副会長就任挨拶

副会長　杉山　浩志
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　第62回山口県土地家屋調査士会の定時総会
が山口地方法務局長をはじめ多くの来賓の
方々の臨席を賜り、下記のとおり開催された。

１．日　時　　平成21年５月29日（金）
　　　　　　　　　　　午後１時～
２．場　所　　 山口市湯田温泉三丁目５番８

号　「ホテル松政」
３．出席者　　（会員総数　245名）
　　　　　　　 本人出席85名、委任状出席 

91名
４．議　案
　第１号議案　 （１）平成20年度一般会計収

支決算報告承認の件
　　　　　　　 （２）平成20年度特別会計収

支決算報告承認の件
　　　　　　　上記の監査報告
　第２号議案　 平成21年度事業計画（案）審

議の件
　第３号議案　 （１）平成21年度一般会計収

支予算（案）審議の件
　　　　　　　 （２）平成21年度特別会計収

支予算（案）審議の件
　第４号議案　 「山口県土地家屋調査士会会

則」一部改正の件
　第５号議案　 会則別紙「入会金及び会費に

関する規則」一部改正の件
　第６号議案　 「山口県土地家屋調査士会役

員等選任規則」一部改正の件
　第７号議案　役員改選の件

５．議　事
　議長に藤本精二会員、副議長に中島順一会

員が就任し、議事の進行を行った。
　第１号議案から第６号議案は、執行部の提
案通り承認可決された。
　第７号議案の役員改選の件では、藤原淑雄
選挙管理委員長より会長立候補者として西本
聡士会員１名のみが適法に届出があった旨の
報告があり、藤本議長が表決による選挙を行
った結果、挙手多数により西本聡士会員が会
長に就任した。次に小嶋愼一郎役員推薦委員
長から副会長候補者として吉田多里会員、戸
倉茂雄会員、杉山浩志会員の３名を推薦候補
者とする旨の報告があり、藤本議長が表決に
よる選挙を行った結果、挙手多数により３名
の副会長の就任が決定した。さらに他の役員
についても各支部より推薦を受けた候補者に
て採決を行った結果、挙手多数により承認可
決した。
　
　会員から、議事の中で支部の監査について
の質問が出された。この質問に関しては、西
本会長にお答えいただいた。
　このような意見交換が自由に行われる場は
定期的に必要であり、会及び役員の活動が透
明性をもって会員に説明できるようにしなけ
ればならないことを強く感じた。また、色々
な意味で風通しの良い山口会であるように職
務を行うことが、役員の責務でもあると、執
行部の一員として再認識した。
　以上にて、第62回定時総会の報告を終了と
させていただく。

第62回定時総会の報告
総務部長　板垣龍夫
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　第52回土地家屋調査士会連合会中国ブロッ
ク協議会の定例総会は、島根会の引き受けで
松江市において平成19年６月12日・13日にお
こなわれた。山口会からは、来賓として乗川
良介全国土地家屋調査士政治連盟副幹事長、
瀬口潤二連合会専務理事、中国ブロック協議
会役員として三好一敏相談役、西本聡会長、
杉山浩志副会長、代議員として　吉田多里副
会長、林弘業務部長、板垣龍夫総務部長、松
田光則財務部長、オブザーバーとして高松孝
一広報部長が参加した。

　議事内容は下記のとおりである。
第１号議案　平成20年度事業報告
第２号議案　平成20年度決算報告
第３号議案　平成21年度事業計画案審議
第４号議案　平成21年度予算案審議
第５号議案　連合会役員推薦の件
　 　山口会からは戸倉副会長が連合会理事と
して推薦された。
第６号議案 　中国ブロック協議会役員改選の

件
　 　山口会からは西本副会長がブロック協議

会副会長、杉山副会長が監事として重任さ
れた。
第７号議案　次期開催地決定の件
　　　岡山での開催が決定

　以上全ての議案が承認可決された。

　来賓入場後、広島法務局長表彰・中国ブロ
ック協議会会長表彰が行われた。本会関係者
は下記のとおりである。
　広島法務局長表彰
　　　　片山修一郎（萩支部）
　　　　水津久太郎（宇部支部）

　中国ブロック協議会会長表彰
　中島順一（岩国支部）保田隆生（岩国支部）
　藤津　浩（萩支部）　竹森正孝（岩国支部）
　磯村芳樹（周南支部）山田　勇（山口支部）
　総会終了後懇親会が開かれ、中国地区の岡
山・広島・鳥取・島根の調査士との親睦を深
めた。

中国ブロック協議会定例総会報告
広報部長　髙松孝一
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　平成21年５月15日（金）柳井市文化福祉会
館において開催した。
　会員総数46名の内、出席者38名（委任状６
名含）欠席者８名であった。
　今年は役員改選もあったが議事は淡々進み
予定どおり１時間で終了した。
　４年間支部長を務めることができたのも会
員各位の協力のたまものであります。
　還暦を迎えたこれからは新役員に協力し土
地家屋調査士会発展のため陰ながら応援して

いきたいと思っています。ありがとうござい
ました。

平成21年度岩国支部定時総会の報告
岩国支部長　中島順一

平成21年度周南支部定時総会について
周南支部企画委員　永瀬勝博

　平成21年５月７日（木）午後４時30分より
ザ・グラマシ－において平成21年度周南支部
定時総会をおこないました。総会員38名中、
29名出席が出席し、山口地方法務局周南支局
支局長井上智博様、統括登記官花田哲也様、
周南副市長住田宗士様、調査士会より西本会
長、乗川政治連盟会長をむかえ盛大におこな
われました。
　内容としましても、１号議案から４号議案
まで問題なく承認していただきました。支部

長を含め、役員の方、大変おつかれさまでし
た。
　定時総会終了後、恒例の司法書士さんと合
同の懇親会を６時より、別室でおこないまし
た。日ごろ交流できない方との交流がもて大
変、有意義な時間だったと思います。
　私事ですが、今回でやっと広報協力委員の
卒業となりました。つたない文章でしたが、
無事、後任の方に引き継げたことに感謝した
いと思います。

支部総会報告
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　平成21年４月23日午後６時より、天神なか
谷において防府支部総会が開催されました。
総会員数12名中11名が出席し（委任状提出会
員１名）、第１号議案　平成20年事業報告並
びに収支決算承認の件、第２号議案　平成21
年事業計画案並びに収支予算案承認の件、第
３号議案　役員任期満了による改選の件を全
て承認いただき、新しい支部体制がスタート
致しました。
　本年度の行事として、６月20日（土）の健
康診断を実施致します。参加者45名で行い、
各会員及びその家族、事務所の従業員を対象
として行います。
　また、９月５日（土）は「杭の日」相談会、

来年４月３日（土）は「表示登記の日」相談
会を実施致します。
　さらに研修会も併せて開催する予定です。
　総会終了後、本会副会長戸倉茂雄様と防府
公証人役場公証人　北側益雄様をお迎えして
の懇親会を開催致しました。例年は司法書士
会防府支部と合同で行っておりましたが、司
法書士会防府支部が山口支部に統合されたた
め単独の開催となりました。
　昨年は法務局防府支局の本局への統廃合に
ゆれた防府支部でしたが、支部存続を選択し
た以上、他支部に負けぬような事業・活動を
行いたいと思います。

平成21年度　防府支部定時総会の報告
防府支部長　阿部次男

　平成21年４月25日（土）午前10時より、平
成21年度山口県土地家屋調査士会館３階会議
室において会員総数38名のうち、本人出席23
名、委任状提出８名という出席状況により開
催しました。
　例年通り司法書士会山口支部総会と時間を
前後しての同時開催で、本年は調査士会が先
行して開催のため来賓の挨拶等式典は後回し
にして早速議事を進行し、昨年度事業報告及
び同決算報告、本年度事業計画並びに予算案、
支部役員及び本部役員の選任等各議事は無事
承認可決されました。
　予定の議案審議を終了後、司法書士会山口
支部と合同で来賓をお迎えし、来賓挨拶、新
入会員の紹介等式典を行った後、調査士会員

は帰路につき、本年度の定時総会は無事終了
しました。

平成21年度山口支部定時総会の報告
山口支部長　藤原淑雄
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日時　平成21年４月24日（金）午後３時より
場所　長門市深川湯本　大谷山荘にて
　　　 （萩支部は会場を萩と長門で１年毎に

場所を変えて行っており、今年度は長
門市で開催）

　藤津支部長の挨拶より始まり、平成20年５
月23日開催の本部総会において藤津先生およ
び熊野先生の２名が表彰を受けられたので、
支部よりお祝いが贈られる。その後、来賓で
ある本会副会長吉田多里先生祝辞の後、議事
に移る。
（18名の支部会員の内、10名の出席）

第１号議案　平成20年度事業報告、収支決算
報告（監査報告）
　 　会務報告では、萩支部引き受けの史跡め
ぐりについて、準備委員会等５回の会議を
経て無事行事を終了し、支部会員の労をね
ぎらい、併せて会計の報告を行なった。続

いて収支決算、監査報告を受けて全員異議
無く承認した。
第２号議案　平成21年度事業計画、予算案
　１． 研修会については、今年度の役員改選

により、新役員にて研修計画をたてる
ことで了承

　２． 厚生事業　・宇部支部引き受けの史跡
探訪参加

　３．広報活動　・無料相談
（平成21年４月１日　長門実施）

　　　　　　（平成21年４月５日　萩実施）
第３号議案　役員改選
　 　本部役員及び支部役員の変更案が示され
下記の通り決定し、全員承認した。

（調査士会と司法書士会とが時間をずらして
同一会場にて開催のため、今年度は司法書士
会総会の終了後、和やかな合同懇親会を行っ
た）

平成21年　萩支部定時総会の報告
萩支部長　伊藤正典

新　役　員
（本　会）
 本会顧問　　　三好　敏夫
 相 談 役　　　三好　一敏
 理　　事　　　藤津　　浩
 綱紀委員　　　熊野美智江
 予備綱紀委員　竹内　重信
 予備監事　　　三好　一敏

（支　部）
 支 部 長　伊藤　正典
 副支部長　河内　浩己
 理　　事　片山修一郎
 理　　事　澤村　修一
 監　　事　三好　一敏
 監　　事　髙木　義郎
 企画委員　廣石　　勝
 企画委員　岡村　　匠
 企画委員　横山　好信
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日　　時　　平成21年５月22日（金）
　　　　　　午後５時00分　開会
場　　所　　宇部市島一丁目７番１号
　　　　　　 国際ホテル宇部　本館３F
　　　　　　常盤東ホール
出 席 者　　会員数46名、本人出席24名、
　　　　　　委任状14名
議　　案
　第１号議案　　 平成20年度事業報告並びに

収支決算報告の件（監査報
告）

　第２号議案　　 平成21年度事業計画案並び
に収支予算案審議議決の件

　第３号議案　　役員改選の件

　上記日時・場所において、山口地方法務局
宇部支局森脇秀仁支局長他２名の来賓を招い

て、平成21年度第62回宇部支部定時総会を行
った。
　今回は役員改選の年で支部長、副支部長は
引き続き藤本精二会員（支部長）、西村勲会
員（副支部長総務）、藤井明彦会員（副支部
長会計）にしていただくこととなった。
　平成21年度の事業計画では、前年度と同様、
「表示登記の日」及び「杭の日」の無料相談
会の開催をすることとなった。また、前年度
に二回開催した宇部市役所内での無料相談会
を本年度は、宇部市との協議により四回開催
することとなった。
　全ての議案は承認され、平成21年度第62回
宇部支部定時総会は終了した。
　その後、懇親会が、山口地方法務局宇部支
局森脇秀仁支局長にも参加いただき、盛大に
行われた。

第62回宇部支部定時総会報告
理事　松村幸雄



12

No.103－ 2009.9

　本年の下関支部定時総会が４月18日（土）
午後４時から下関市赤間町の東京第一ホテル
で開催されました。宮﨑幸三支部長の挨拶に
始まり、西本会長よりご挨拶をいただいた後、
本部理事の白木博会員が議長に選任されて議
事に入りました。
　第１号議案としては、宮﨑支部長が昨年度
の事業報告、米原太一企画担当理事が同企画
事業報告、福田幸秀会計担当理事が同収支決
算報告。第２号議案として、今年度の企画事
業計画案、収支予算案をそれぞれ同担当者が
説明し、宮﨑支部長より、今年度は支部会員
の親睦を図るため、日帰り旅行を計画してい
るとの補足説明がありました。第３号議案の
役員任期満了に関する改選の件については、
福田眞一役員選任委員より新役員案について
説明がありました。いずれの議案にも質疑が
なく原案どおり承認可決されました。
　午後５時から、本会の西本会長のほか、山
縣龍彦山口地方法務局下関支局長、龍角信夫
山口県司法書士会会長、下関唐戸公証人役場
の矢木芳昭公証人、関係団体の下関支部長様
ら来賓をお迎えして山口県司法書士会下関支
部との合同支部総会が開かれました。
　来賓祝辞では、山縣下関支局長がオンライ
ンによる登記申請の協力要請や、オンライン
申請による登記事項証明書の私書箱の支局内
設置についての説明、乙号が民間委託され、
証明書の交付等が始まっていることや最近の
動向を交えて祝辞を述べられたのをはじめ、
矢木公証人、龍角司法書士会会長、西本会長
から祝辞をいただきました。
　次いで両支部の改選による新役員の顔ぶれ

が紹介され、宮﨑支部長の退任挨拶があって
閉会しました。
　午後６時から開かれた司調合同の懇親会で
は、大田浩治新支部長が総会の謝礼を述べる
とともに新任の挨拶を行い、１時間半あまり
にわたって和やかな歓談、盛会のうちに終了
しました。
　最後になりましたが、平成17年度より本部
理事として４年間、業務部員として役員を経
験させて頂き、何度か皆様の前でもお話をさ
せていただきましたが、皆様に研修内容をう
まく伝える事ができなかった事を反省してお
ります。この場を借りて深くお詫び申し上げ
ます。
　今年度から下関支部の副支部長となりまし
たので、支部で色々な経験をさせていただき、
次回、本部役員になった時には、皆様にご迷
惑をお掛けしない様にできたらと思っており
ます。
　４年間という短い間でしたが、西本会長、
吉田副会長、同時期に役員をされた方々、事
務局のお二人、大変お世話になりました。４
年間、本当にありがとうございました。
　最後に私事を書かせていただきましたが、
以上で平成21年度の支部総会の報告と致しま
す。

平成21年定時総会報告
下関支部副支部長　清水浩二
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　平成21年５月15日（金）柳井市文化福祉会
館において支部総会に引続き行った。
　会員総数46名の内出席者33名であった。
　題目は二つあり先に「岩国市の法定外公共
物の取扱いについて」の報告を行った。
　法定外公共物は国から市町村に譲与された
ものであるが岩国市の所有となってから境界
確認の判断がより厳しくなったため支部長名
で市長に要望書を提出した。
　市長からの回答があったが満足いくもので
なかったため再度要望書を提出した。
　その回答が未だないことを報告した。
　その結果、二人の会員から「細かいことを
書きすぎ基本が抜けている」「国土調査の歴
史的背景及び文書の表現能力が必要」との指
摘を受けた。

　要望書は支部役員と相談して書いたものだ
が次回は貴重な意見を頂いた会員にも相談す
るよう申し送りします。
　もうひとつの題目は「日常業務の諸問題」
と題して杉山浩志会員よりあった。
　苦情言ってこられる人は事前にインターネ
ット等によりよく勉強している。
　具体的に調査士法３条違反ではないかと言
われることもある。
　専門家である土地家屋調査士で３条を知ら
ない会員もいる。善意で言ったことが弁護士
法に抵触することもあるそうだ。
　各単位会のホームページに処罰された事案
が実名で載っているので他山の石として頂き
たいとのことであった。

第１回 岩国支部研修会の報告
岩国支部長　中島順一

支部研修会
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　平成21年６月11日（木）午後３時から、山
口県土地家屋調査士会館３階会議室におい
て、山口支部研修会を開催し、21名が出席し
ました。
　前回『街区基準点を使った測量実務』の研
修会を行いましたが、今回は、当支部の渡邉
英雅副支部長を講師にむかえ、『街区基準点
データＤＶＤの閲覧方法』をテーマに研修を 行いました。

　最初に、ＤＶＤのフォルダ構成及び内容の
説明があり、続いて画面に映し出して基本的
な閲覧ソフトの使用方法の説明がありまし
た。多くの質問も飛び交い、参加した会員に
とって、有意義な研修になったと思われます。
　以上、簡単ではありますが、報告を終わり
ます。

平成21年度第１回 山口支部研修会の報告
山口支部　原田英樹

平成21年度第１回支部研修会報告
下関支部企画委員　星本武志

　平成21年7月15日（水）午後6時から午後８
時まで下関市勤労福祉会館において、平成21
年度第1回下関支部研修会を行い会員31名、
補助者7名計38名出席しました。
　研修内容は乙号オンライン申請について
で、研修会の冒頭に下関支局の猪俣忠弘登記
官にオンライン申請の現在の状況を、具体的
な数字を交えながら説明して頂きました。オ
ンラインの申請率はまだ低い様で、今回の研
修会がオンライン申請の第一歩につながる大
事な研修なんだなと感じる内容でした。
　続いて研修の本題である乙号オンライン申
請については、諏訪智会員から実際に全部事

項証明書請求を申請しながら、PCの設定、
ネットバンクへの申込等具体的な手順をプロ
ジェクタを使用し詳細に説明、解説してもら
いました。PCにあまり詳しくない私でも分
かり易い講義内容でした。今回の研修を機に
より一層オンライン申請の利用率向上に努め
なければな
らないなと
実感した研
修 会 で し
た。
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　平成21年度　第１回「境界問題相談センタ
ーやまぐち」研修会は、平成21年６月23日
（火）、山口県セミナーパークにおいて、セン
ター関与員並びに会員計41名が参加して行わ
れた。
　センターでは本年度年４回の研修会を予定
している。そのうちの第１回目の研修会であ
る。センター関与員にとっては、調停員等候
補者選任に当たっての必須要件でもある調査
士会指定の研修会でもある。
　センター設立後２年近くを振り返って、設
立の原点に立ち返ること、利用者の立場に立
ったセンター運営を本年度の大きな目標とし
た。
　そのひとつが「受付面談の見直し」である。
受付面談を、単なる振り分け作業情報提供機
能に終わらせることなく、利用者の自己意思
決定支援機能の強化を図ること。そのような
趣旨で本研修会は受付面談のロールプレイを
重点的に行った
１．本題に入る前に
　誰のためのセンターか、何の為のセンター
か、上記記載の最重要課題である設立趣旨の
再確認と調停期日費用の無料化、相談会場の
増設等に伴う改正規則等説明を、本題に入る
前にセンター運営委員が行った。
２．受付面談ロールプレイ（全体）
　センター運営委員が相談者役になり、受付
面談員役２名を当日会場より選抜した。それ
ぞれが研修会場中央の机で、過去の事例を参
考にしながら、実践的に行った。
　１年半と短い期間ではあるが、センター業
務の実践と研修を積み重ねた結果、各役者は
一昨年の研修会でのロールプレイに比べる
と、受付面談員の責務、受付面談の重要性に
ついてよく認識していた。
　同時に、センター解決手続き全体の流れに
おける、受付面談調書の重要性から、参加者
全員が受付面談調書を実際に記載し、後に事

例として発表し、比較検討した。
　昼食休憩をはさんで、再び受付面談ロール
プレイ
３．受付面談ロールプレイ（各班）
　午後からは、一班５，６名で相談者、受付
面談員役を各自担い、合計７班に分かれて受
付面談のロールプレイを行った。
　各班は業務歴、支部地域を考慮して編成さ
れ、境界の紛争に絡んで、どこへ相談に行っ
たら良いかわからないという相談者の不安
を、より受け止める受付面談をめざして、熱
心に議論を加えてロールプレイが行われた。

４．ロールプレイ振返り
　会場全体で、午前午後行われたロールプレ
イに対して、振り返りを行った。各自が気づ
いた良い点悪い点を比較検討した。いみじく
も、問題点、検討点を板書することによって、
会員間のＡＤＲ一般、筆界、境界にたいする
定義の相違が露呈され、オブザーバー運営委
員からの止むに止まれぬ指摘、教示もあった。
５．センターの今後の方針
　最後に運営上の今後の方針として、相談員
等の選任基準の緩和、県内２箇所（岩国、下
関）相談会場の増設、期日費用の無料化、直
受けについての検討（倫理研修会の開催）、
規則規程集の携行等をについて、センター長
が説明をして研修会を終えた。

第１回「境界問題相談センターやまぐち」研修会報告
境界問題相談センターやまぐち　センター長　浦井義明



16

No.103－ 2009.9

日時：平成21年９月１日（火）
　　　午前９時～午後３時
場所：玖珂公民館・由宇文化会館
相談者数：玖珂会場３名、由宇会場２名
相談内容：境界問題について　　３件
　　　　　本人申請について　　１件
　　　　　相続について　　　　１件
　　　　　　　　　　　　（他士業を紹介）

　今回、岩国支部２回目の試みとして山口地
方法務局岩国支局を離れ出張相談会を玖珂会

場及び由宇会場にて開催した。相談件数は併
せて５件であり（上記の通り）相談会場に来
られた方々には大変喜んで頂けたように思
う。境界問題で悩んでいる人はもっとたくさ
んおられるはずである。（広報や新聞広告に
て宣伝をしてはいるが、相談件数は思うよう
に伸びない。）これからも、不動産の表示登
記に関する悩み、境界に関する悩みを持って
いる人達の為にも地道に活動をして行こうと
思う。

「杭の日」無料相談会報告（玖珂・由宇会場）
岩国副支部長　井上哲也

由宇会場 玖珂会場
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日　時　平成21年９月１日（火曜日）
　　　　10：00～15：00
場　所　山口地方法務局 周南支局 
　　　　　　　　　　　　　《３階会議室》
相談者　７名

　杭の日の無料相談会を法務局周南支局で初
めて行いました。10：00からの開始前に最初
の相談者が訪問され、10：00には用意した相
談スペースがすべて埋まってしまいました。
開始直後の多数の相談者の訪問に、不動産に
関する強い思いを感じました。
　相談内容は、土地合筆登記にいて、土地の
境界の復元について等、多岐にわたり大半の
相談者は相談員の回答に満足して帰られまし

た。相談会については広報を見て訪問された
方が多かったです。

「杭の日」無料相談会の報告
周南支部企画委員　大下竜司

「杭の日」無料相談会の報告
防府支部長　阿部次男

　「杭の日」相談会を９月５日（土）にサン
ライフ防府にて開催致しました。
　今年は、７月21日の大雨災害についての相
談を含めて行うため、山口地方法務局の「登
記相談会」との合同で開催致しました。
　８月15日の防府市広報をはじめとして、サ
ンデー山口（防府版）に２回、ローカル紙「ほ
うふ日報」「防日新聞」に各１回の広告に、

また、ほうふ日報に
は「杭の日」相談会
の開催記事をお願い
し、また、防府市役
所災害相談コーナー
のロビー、山口地方

法務局、商工会議所
等５箇所に広告を掲
示していただき、万
全の準備のもと当日
を迎えました。
　開始15分前に２組
の相談者があり嬉しい予感を得たところ、そ
の後、午前中１組、午後は来客者なしで、合
計３組の結果となりました。例年より広告費
を多めにしたにもかかわらず、この結果、支
部執行部はがっくりきたところです。例年、
別添広告内容のとおりで掲載をしてきたとこ
ろですが、今後は、広告内容も反省したうえ
で、来年度は行いたいと思います。
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日　時：平成21年９月１日（火）
　　　　９：00～15：00
会　場：山口県土地家屋調査士会館
　　　　１Fロビー
相談員：２名
相談者：３組
相談内容：土地の境界確認や
　　　　　法定外公共物の管理に関する相談

　今回は山口市報に掲載スペースがなかった
ため、タウン情報紙での広報告知のみであっ
た。事前に５、６件の電話問い合わせがあっ
たが、当日は上記の通りの相談件数となった。
相談内容としては水路の維持管理に関するこ
と、道路の通行権に関することなど法定外公

共物に関するものが多数を占めた。

「杭の日」無料相談会の報告
山口支部長　藤原淑雄

「杭の日」無料相談会
宇部支部企画委員　阿部英世

日　時　　平成21年９月１日
　　　　　午前10時より午後３時
場　所　　フジグラン宇部
　　　　　小野田サンパ－ク
相談員　　午前、午後各々３名　　計12名
相談者　　フジグラン宇部　　　　　３名
　　　　　小野田サンパ－ク　　　　４名
　宇部支部では、上記の２ヶ所で本年も「杭
の日」無料相談会を行いました。
　相談内容は境界に関すること等、相談者は、
宇部会場、小野田会場あわせて７名でした。
ともに、大型商業施設内での相談会なので多
数の相談者が期待されましたが、昨年よりも

相談件数が少なく各相談員も時間を持て餘し
気味でした。
　施設内は平日にも係わらず多数の人出があ
り、なかには興味深かそうにブ－ス内を覗く
者もあり、調査士（会）のＰＲは出来たので
はと思われるので調査士（会）にとって有意
義な一日になったのではないでしょうか。
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日　時　　平成21年８月13日（木）
　　　　　午前９時～午後12時
場　所　　宇部市役所　二階会議室
相談員　　２名
相談者　　２組（４名）

　午前９時を待たずして１組（２名）の相談
者が来られた。宇部市の広報をご覧になり待
っていたとのこと、期待の大きさがうかがわ
れた。
　「未登記建物があり、これをどうすればよ
いのか？」というものであった。
　また、同じく五分もたたない間に２組目（２
名）の相談者が来られ、広報を見て今日の日

を待っていたとのことであった。
　「権利書がどれかよく分からない。見て欲
しい。」と沢山の書類の袋を出された。また「未
登記建物がある。」とのことであった。
　未登記建物については登記することをすす
め、登記済や権利証等、説明を加えながら分
けていった。
　どちらの相談者も「来て良かった。」と笑
顔を浮かべられ、満足されたようであった。
この土地家屋調査士の無料相談が、広く市民
に知れ渡るよう地道に回数をこなし、市民各
層に対するサービスとともに、土地家屋調査
士の知名度及び業務内容を理解してもらえる
ようになることを期待したい。

「宇部市無料相談会」の報告
宇部支部企画委員　大窪圭子
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　本年度の山口法律関連士業ネットワーク定期
大会は、税理士の担当で下記日時に開催され、
調査士からは西本会長、戸倉茂男副会長、高松
孝一広報部長、藤津　浩、青木正治の５名が参
加した。
　日時　平成21年７月17日　（金）15:30より
　場所　ホテルニュタナカ

（山口市湯田温泉）
　（内容）
１ ．平成20年度事業報告及び決算報告、監査報
告の件　　　　　
２．平成21年度事業計画及び収支予算書報告
　定期大会において上記内容が報告、承認され、
大会終了後講演会が開催された。
講演会　　 テーマ『中小企業経営者の事業承継

対策について』
講師　　中小企業基盤整備機構　　　
　　　　　　　　山

やま

　本
もと

　洋
よう

　介
すけ

　近年、中小企業経営者の高齢化が進展する中、
特に親族内における後継者の確保が困難になっ
ております。2006年度版中小企業白書によれば、
年間29万社の廃業の内、後継者不在を第一の理
由とする廃業が約７万件、これによる雇用の喪
失は毎年約20～35万人と推定され、日本を支え
る中小企業の雇用の確保や技術の喪失を防止す
る観点からも事業承継の円滑化が喫緊の課題に
なっています。
　このような状況下、平成20年５月には、事業
承継税制の抜本拡充をはじめとした「経営承継
円滑化法（中小企業における経営の承継の円滑
化に関する法律）」成立し、同年10月から施行
されるとともに、平成20年５月末に「事業承継
支援センター」が全国102ヶ所で開設され、こ
のセンターは「応援コーディネーター」を配し

ながら、中小・小規模企業の事業承継に関する、
窓口相談、専門化派遣、セミナー開催、マッチ
ング支援と言った各種支援を行うことを命題と
され事業承継支援センターのみならず、各地域
力連携拠点、全国商工会、商工会議所、中小企
業団体中央会等の中小企業支援機関で支援活動
がなされていることが支援事例集等の小冊子よ
り紹介がされた
　事業承継とは？　ヒトの承継、資産の承継の
二つ側面から考えられる。
　事業承継には　１親族内承継対策として、後
継者の教育株式・財産等の分配、後継者への生
前贈与、経営承継円滑化法の猶予制度、民法特
例の活用について比較検討、相続時精算課税制
度
２外部から雇い入れ・従業員等へ承継　後継者
の株式買取資金や、個人保障等が障害の発生
３合併と買収のM＆M 　事業承継ファンドの
活用など

　事業承継について、様々な課題や解決策を理
解するために事業承継施策説明会やセミナーを
開催しています。
　商工会議所、商工会、県支援センター等でも
セミナー開催しており、各機関のHP などで確
認できます。
　なかなか難しい経営者のための講演会で会っ
たと思われ後継者教育も一つ課題であることも
思われた。
　講演会終了後18：30より懇親会が開催され、
他士業の人たちとの交流を深められ、来年当番
会である調査士から西本会長より抱負を述べら
れ閉幕した。

山口法律関連士業ネットワ－ク定期大会報告
広報担当理事　青木正治
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　今年で第32回目を迎える夏の下関を代表す
る祭り「馬関まつり」が８月22日（土）と23
日（日）の２日間にわたって開催され、下関
支部としては第９回目となる出店ＰＲ活動を
行いました。少し雨が降った場面もありまし
たが、２日間とも比較的天候にも恵まれ、多
くの人で賑わいました。新聞発表によると、
２日間で延べ41万人の人出があったそうで
す。
　今年の出店内容は、毎年恒例の「焼きそば」
を取りやめ、昨年好評だった「わたがし」と
「かき氷」の二本立てにしました。大田支部長、
清水副支部長をはじめ合計16名の会員、補助
者が、誰からともなく率先して出店を盛り上
げていました。今年は、「焼きそば」を取り
扱わなかった影響で、昨年に比べてお客さん
も、売り上げもかなり減少するだろうと思っ
ていました。ところが「わたがし」が予想以
上の大盛況で土曜日、日曜日の２日間ともに、
夕方から21時の終了時間まで長蛇の列で、ひ
と時も休む間もなく２台のわたがし機をフル
稼働しても捌けないほどのお客さんに来てい
ただきました。
　一方「かき氷」の方は、全く売れなかった
のかというと、そんなことはなく、やはり２
日間ともに21時の終了を待たずして早々に売
り切れるという状態でした。こちらは「わた
がし」に比べると行列が出来ていたわけでも
なく若干、地味な感はありましたが、着実に
売れていました。
　肝心のＰＲ活動も忘れてはいません。
　今年は「ＡＤＲのパンフレット」と「マン
ガでわかる土地家屋調査士のしごと」を配布

しました。最初、お客さんを見てハッと冷や
汗。明らかに「焼きそば」を買ってくれる年
齢層と「わたがし」「かき氷」を買ってくれ
る年齢層が違う。すなわち今年は、子供しか
来ないのでは、と心配がよぎりましたが、「わ
たがし」を待っている子供の親御さんや、「か
き氷」を買ってくれるご年配の方もいらっし
ゃいましたので、そういった方たちに、パン
フレット等を配布しました。また「マンガで
わかる土地家屋調査士のしごと」は、子供た
ちも興味を示してくれて、持って帰る子供も
いました。
　この子供たちの内、一人でも「土地家屋調
査士」という仕事に興味を持ってくれたら、
このＰＲ活動は大成功だったのではないかと
思います。
　最後に、今年も参加された会員の方々、ま
た補助者、ご家族をはじめ関係者の皆様の大
変なご尽力と深いご理解に支えられ、２日間
の馬関まつり出店ＰＲ活動を無事終えること
が出来ましたことをこの場を借りまして厚く
深くお礼申し上げます。
　これをもちまして、馬関まつり出店ＰＲ活
動報告とさせていただきます。

第９回馬関まつり出店ＰＲ活動
下関支部企画委員長　米原太一
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　今年、開洞100周年を記念するイベントが
開かれること、また、美東町の登記管轄が、
宇部支局に編入されたことにより、日時・場
所を、８月２日（日）、秋芳洞（秋芳町）と
しました。

　会長挨拶、昼休憩、そして、会場を後にし、
出店の並ぶ通りを抜けて、いよいよ洞内へと
入りました。
　百枚皿、千畳敷、黄金柱などに名付けた鍾
乳石が、今回、イベントのひとつである世界
的、女性照明デザイナーによって、彩られま
した。
　洞内は、観光客でごった返したものの、ひ
んやりとしており、しばらくの間、音と光の
幻想的な空間に浸りました。
　さてさて、展望台まで辿り着くと、大パノ
ラマ、カルスト台地が目前に広がり、大自然
の雄大な史跡を堪能することができました。
　その後、科学博物館で、秋吉台の成立ちを
説明したビデオを全員で鑑賞し、行事を終え
ました。
　ご家族づれ、子育て中の皆様は、洞内を歩
くことは大変でしたが、夏休み期間中でもあ
り、楽しんで頂けたのではないかと、支部一
同、安堵の思いです。
　今回、副支部長の提案により、支部長以下、
当日まで、（会員の奥深さ、体力をすごいのお、
と思いつつ）準備を進めてきました。
　山口豪雨から10日ばかりの時期に行われた
にも関わらず、また、お忙しい折に、ご参加
下さいましたこと、支部より、お礼申し上げ
ます。

　ご報告いたします。
　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　記

　参加者総数１２１名（以下、ご家族等含）
　　岩国支部　　７名　　宇部支部　３２名
　　周南支部　２３名　　下関支部　１６名
　　防府支部　１８名　　萩支部　　　８名
　　山口支部　１０名　　本会事務局　７名

史跡めぐり「秋芳洞　開洞100周年」の報告
宇部支部　企画委員　豊川奎植

秋芳洞入口
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　防府市在中の土地家屋調査士・司法書士を中心に組織された「防友会」の恒例行事
である夏のボーリング大会と納涼会をさる７月31日（金）開催いたしました。
　７月21日の集中豪雨による災害で防府市内の祭り、イベントが中止されるなかでの
開催でしたが、各事務所の補助者や家族も含め24名の参加でおおいに盛り上がりまし
た。納涼会での表彰式も全員に景品を出せるように準備いたしました。
　10月31日の年に１度の旅行では、四国松山を中心に呉の大和ミュージアム他を計画
しております。
　今後も一人でも多くの参加者が増えることを願いお世話させていただきたいと思い
ます。

防友会　年間行事

 ４月 花見

 ７月 ボーリング大会、納涼会

 10月～11月 １泊旅行

 12月 忘年会

平成21年8月

　　防友会
　　代表幹事　　松田光則
　　　　幹事　　林　俊男
　　　　幹事　　阿部次男

会員の作る
ページ
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事務局だより 会員異動状況

1 ．会員入会状況
氏　名

（生年月日）
入　会
年月日 事　務　所 ＴＥＬ ＦＡＸ

林 山　 正 人
（S25．７．10）

H21．６．22
（再入会）

〒742-0033
柳井市新庄1377番地

（0820）
22-3560

（0820）
25-2400

2 ．会員退会状況

支 部 地 区 氏　　名 退会年月日 備　考

宇 部 宇 部 福 井　 妙 子 H21．５．31 退会

岩 国 岩 国 保 田　 隆 生 H21．６．１ 死亡

萩 萩 熊 野 美 智 江 H21．８．31 廃業

訃　　報
岩国支部　保田 隆生　会員
昭和28年12月19日生（享年55才）
昭和53年７月25日入会
平成21年６月１日逝去

謹んで哀悼の意を表し、心よりご冥福をお祈り致します。

3 ．事務所・住所変更

支 部 氏　名 変　更
年月日 変更事項 変　更　内　容 ＴＥＬ ＦＡＸ

山 口 和田　祐二 H21．６．５ 住所 〒753-0861
山口市矢原1236番地17

4 ．TEL・FAX等変更

支部 氏　名 変更事項 変　更　内　容

岩 国 藤本　幸彦 メールアドレス fuji2147@plum.ocn.ne.jp

宇 部 上原　英治 メールアドレス u3e0s2g2c@sujet.co.jp
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会務報告
開　催　日 会　　　務 場　　所

４月１日（水） 表示登記の日無料相談会
県 下 ９ 会 場４日（土） 表示登記の日無料相談会

５日（日） 表示登記の日無料相談会

７日（火）
第１回社会事業部会 調 査 士 会 館
第１回業務業部会 調 査 士 会 館
登録証交付式 調 査 士 会 館

10日（金）
正副会長会議 調 査 士 会 館
法務局長就任に伴う法務局訪問 山口地方法務局

14日（火）
決算監査 調 査 士 会 館
第１回財務部会 調 査 士 会 館

15日（水） 役員推薦委員会 調 査 士 会 館
16日（木） 第１回総務部会 調 査 士 会 館
18日（土） 下関支部総会 下 関 市

20日（月）
第２回財務部会 調 査 士 会 館
登録証交付式 調 査 士 会 館

21日（火） 第１回広報部会 調 査 士 会 館

23日（木）
第１回常任理事会 調 査 士 会 館
会報編集会議 調 査 士 会 館
防府支部総会 防 府 市

24日（金） 萩支部総会 萩 市
25日（土） 山口支部総会 調 査 士 会 館
27日（月） 弁護士会新役員披露パーティ 山 口 市
28日（火） 第１回理事会 調 査 士 会 館
29日（水） 中ブロ役員会議 岡 山 市
30日（木） 山口法律関連士業ネットワーク理事会 山 口 市

５月７日（木） 周南支部総会 周 南 市
８日（金） 会報編集会議 調 査 士 会 館
９日（土） 司法書士会定時総会 山 口 市

11日（月）
法務局との協議 山口地方法務局
会則第105条に基づく調査 調 査 士 会 館
第１回センター運営委員会 調 査 士 会 館

15日（金）
岩国支部総会 岩 国 市
会報編集会議 調 査 士 会 館

16日（土） 中国ブロック役員会議・監査会 広 島 市
20日（水） 筆界研究委員と法務局との協議 山口地方法務局
22日（金） 宇部支部総会 宇 部 市
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28日（木）
法務局との協議 山口地方法務局
総会打合会 調 査 士 会 館

29日（金） 第62回定時総会 山 口 市
30日（土） 行政書士会定時総会 山 口 市

６月２日（火）
登録希望者との面談 調 査 士 会 館
正副会長会議 調 査 士 会 館
新役員就任に伴う法務局訪問 山口地方法務局

５日（金）
会則第105条に基づく調査 調 査 士 会 館
第２回常任理事会 調 査 士 会 館

12・13日（金・土） 中国ブロック協議会第52回定例総会 松 江 市
15・16日（月・火） 日調連定時総会 東 京 都

17日（水） 第２回センター運営委員会 調 査 士 会 館
22日（月） 役員合同会議 調 査 士 会 館
23日（火） 第１回境界問題相談センターやまぐち研修会 山 口 市

30日（火）
登録証交付式 調 査 士 会 館
第２回業務業部会 調 査 士 会 館
会則第109条に基づく調査 調 査 士 会 館

７月17日（金） 山口法律関連士業ネットワーク定期大会 山 口 市
21日（火） 第１回ＡＤＲ推進委員会 調 査 士 会 館
22日（水） 会則第105条に基づく調査 調 査 士 会 館
24日（金） 中ブロ役員会議 広 島 市
28日（火） 会則第109条に基づく調査 宇 部 市

８月２日（日） 史跡めぐり 美 祢 市

４日（火）
第１回社会事業部会 調 査 士 会 館
第１回筆界研究委員会 調 査 士 会 館
第２回ＡＤＲ推進委員会 調 査 士 会 館

５日（水） 第２回総務部会 調 査 士 会 館
７日（金） 会則第109条に基づく調査 調 査 士 会 館
19日（水） 会報編集会議 調 査 士 会 館
25日（火） 第３回業務部会 調 査 士 会 館

29日（土）
公嘱協会通常総会 山 口 市
豪雨災害見舞・現地視察 防 府 市

広報部より 会員の皆様の楽しい話題、貴重な体験等をどんどん募集しております。

編集後記
　この度の集中豪雨で被害を受けられた方には心よりお見舞い申し上げます。新型インフルエン
ザが流行しそうな気配です。体が資本の仕事です。お互いに気をつけましょう （Ａ・Ｆ・Ｔ）






